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(57)【要約】
【課題】
【解決手段】無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノーム
であって、基板と、プラグ付きの制御スイッチと、ステ
ッピングモータ制御器と、を含み、前記基板にはステッ
ピングモータ駆動器、直流スイッチ電源I、ステッピン
グモータ、伝動機構、駆動機構およびペダルが設けられ
、前記プラグ付きの制御スイッチが回線によってステッ
ピングモータ制御器と接続し、前記ステッピングモータ
制御器が回線によってそれぞれステッピングモータ駆動
器、直流スイッチ電源Iと接続し、前記ステッピングモ
ータ駆動器が回線によってそれぞれ直流スイッチ電源I
、ステッピングモータと接続し、前記ステッピングモー
タの出力軸と伝動機構とが接続し、前記伝動機構と駆動
機構とが接続し、前記駆動機構が接続部材によってペダ
ルと接続する。本発明の無干渉のテンポ指揮用メトロノ
ームを利用し、音楽を勉強する人がよりよく、より迅速
に音楽のテンポを掌握することができるだけでなく、音
楽の創作に非常に役立ち、最も重要なのは、長期使用し
ても使用者に対して悪影響を与えないことである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノームであって、
基板と、プラグ付きの制御スイッチと、ステッピングモータ制御器と、を含み、
前記基板にはステッピングモータ駆動器、直流スイッチ電源I、ステッピングモータ、伝
動機構、駆動機構およびペダルが設けられ、
前記プラグ付きの制御スイッチが回線によってステッピングモータ制御器と接続し、前記
ステッピングモータ制御器が回線によってステッピングモータ駆動器、直流スイッチ電源
Iとそれぞれ接続し、前記ステッピングモータ駆動器が回線によって直流スイッチ電源I、
ステッピングモータとそれぞれ接続し、前記ステッピングモータの出力軸と伝動機構とが
接続し、前記伝動機構と駆動機構とが接続し、前記駆動機構が接続部材によってペダルと
接続する
ことを特徴とする無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノーム。
【請求項２】
前記接続部材はＬ型接続ベルトであることを特徴とする請求項１に記載の無干渉のテンポ
指揮用多機能メトロノーム。
【請求項３】
前記伝動機構はベルト伝動機構またはギア伝動機構であることを特徴とする請求項１また
は２に記載の無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノーム。
【請求項４】
前記駆動機構は駆動軸と従動軸とを含み、前記駆動軸と従動軸それぞれには二組の駆動輪
が設けられ、前記駆動軸の駆動輪と対応する従動軸の駆動輪とがベルトによって接続する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノーム。
【請求項５】
直流スイッチ電源IIと、センサースイッチと、スピーカーとがさらに設けられ、前記直流
スイッチ電源IIが回線によってセンサースイッチ、スピーカー、および直流スイッチ電源
Iとそれぞれ接続し、前記センサースイッチがペダル、スピーカーとそれぞれ接続するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノーム。
【請求項６】
フットスイッチがさらに設けられ、前記フットスイッチが回線によってステッピングモー
タ制御器と接続することを特徴とする請求項１または２に記載の無干渉のテンポ指揮用多
機能メトロノーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はメトロノームに関し、特に、無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノームに関する
。
【背景技術】
【０００２】
１８００年、音楽演奏の規模拡大に伴って、演奏者がよりリズムに合わせやすいように、
指揮家が指揮棒を使用し始め、演奏の巨大な成功及び歴史的な肯定を獲得した。１８１６
年、ドイツの有名な機械技師であるメルツェル（Ｍａｅｌｚｅｌ　Ｊｏｈａｎｎ　Ｎｅｐ
ｏｍｕｋ）はオランダの発明家であるウィンケル（Ｄ．Ｎ．Ｗｉｎｋｅｌ）の発想に基づ
いて、一台目の画期的なぜんまい式メトロノームを製造し、特許権を得た。近年、技術的
進歩に伴って、電子メトロノームも現れた。
【０００３】
　しかしながら、これらのメトロノームには一つの共通の欠点がある。すなわち、使用過
程において持続的に「パタパタ、パタパタ、パタパタ」という音声を発生する。心理学者
の研究によると、この場合、人の脳には自然に反応が生じ、人の錯覚が発生し、メトロノ
ームの音声が聞こえない場合もある。従って使用者に対して干渉が生じる。それと同時に
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、使用者が振り子の左右揺動および電子メトロノームの表示灯の点滅を目で追って、常に
彼らの演奏の調和を調整する。音楽はボディーランゲージであり、実際の教育において何
の作用も有さず、実際の教育において教師は手で拍子をとることで音楽のテンポを正確に
制御して教育目的を実現し、教師が特に初学者に対して決してメトロノームについて教え
ることがない。音声メトロノームでは実現できないことが明らかであり、かつ演奏におい
て音声メトロノームを使用して打点が遅れるほど、音楽における各拍子の各音符の速度を
混同しやすくなり、学生が身体によって音楽におけるテンポの関係を正確に掌握し難しく
なる。学生が間違いやすい箇所については教師は自分で学生に対し演奏してみせても、学
生が聴覚によりテンポを感知することによって模擬効果を達成することができない。模擬
効果とは、学生が教師の演奏を聞いた後に、脳に音符の大体の速度及び大体の感覚が残る
ことで、以後の練習においてこの速度及び感覚を基準にすることである。これによって、
学生が歌曲を演奏する時に、容易な箇所を速く演奏し、困難な箇所をゆっくりと演奏する
という隠れた危険が生じてしまい、音声メトロノームは学生と演奏者に対して効果を検査
するための工具に過ぎなくなり、ある練習において音声メトロノームを使用しても、「パ
タパタ、パタパタ、パタパタ」という時間を常に注意・予測することが必要であり、この
音声は脳にひどく影響を与え、かつ干渉の音声により注意を集中することができず、練習
においてゆっくりと演奏したり、速く演奏したりすることを常に引き起こし、このような
方式によって学生が有効に進歩を実現して音楽のテンポの規律を掌握することは難しくな
る。これが模擬効果反応である。
　学生は、ゆっくりとした練習により、効果的な学習を行いテンポ関係について正確に把
握することを実現することが必要であり、演奏を間違った箇所に気づいても修正すること
が困難である。その理由については、歌曲の間違ったテンポ感がすでに学生の脳に形成さ
れ、脳が間違ったテンポ感によって体を指揮するためである。従って、修正することは難
しい。そのため、音声メトロノームによって決して教育目的を達成することができない。
先行技術におけるメトロノームは音声によりテンポを刻み、学習者が必ず脳で音声時間の
間隔を予測して音楽におけるリズムのテンポの関係を見出し、勉強において注意力を集中
することができず、かつ音声は学習者の思考能力にひどく影響する。このように、学習者
は学習への集中を維持することができず、テンポ感をうまく見出すこともできず、かつ譜
読み・初見演奏を勉強する初心者にとってはメッリトが全く無く、むしろ強烈な干渉にし
か過ぎない。メトロノームが指揮棒ではなく、拍子の時間が音声により伝えられ、何のテ
ンポ指揮機能も有さない場合には、特に初学者にとしてはメッリトが全く無く、初学者に
対してメトロノームを乱用すると、彼らの想像能力が制限される。
【０００４】
　音楽心理学者によると、メトロノームが長時間にわたって使用され、或いは長期間にわ
たって乱用されると、学習が害され、もっと深刻な場合には、使用者がロボットのように
なり、メトロノームの奴隷のように働く危険性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明が解決しようとする課題は、無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノームを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の目的は下記の技術方法により実現される。
　無干渉のテンポ指揮用多機能メトロノームにおいて、基板と、プラグ付きの制御スイッ
チと、ステッピングモータ制御器と、を含み、前記基板にはステッピングモータ駆動器、
第一の直流スイッチ電源、ステッピングモータ、伝動機構、駆動機構およびペダルが設け
られ、前記プラグ付きの制御スイッチが回線によってステッピングモータ制御器と接続し
、前記ステッピングモータ制御器が回線によってそれぞれステッピングモータ駆動器、第
一の直流スイッチ電源と接続し、前記ステッピングモータ駆動器が回線によって第一の直
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流スイッチ電源、ステッピングモータと接続し、前記ステッピングモータの出力軸と伝動
機構とが接続し、前記伝動機構と駆動機構とが接続し、前記駆動機構が接続部材によって
ペダルと接続する。
【０００７】
　さらに、前記接続部材はＬ型接続ベルトである。
【０００８】
　また、前記伝動機構はベルト伝動機構またはギア伝動機構である。
【０００９】
　また、前記駆動機構は駆動軸と従動軸とを含み、前記駆動軸と従動軸にはそれぞれ二組
の駆動輪が設けられ、前記駆動軸の駆動輪と対応する従動軸の駆動輪とがベルトによって
接続する。
【００１０】
　第二の直流スイッチ電源、センサースイッチおよびスピーカーがさらに設けられ、前記
第二の直流スイッチ電源が回線によってそれぞれセンサースイッチ、スピーカー、および
第一の直流スイッチ電源と接続し、前記センサースイッチがそれぞれペダル、スピーカー
と接続する。
【００１１】
　フットスイッチがさらに設けられ、前記フットスイッチが回線によってステッピングモ
ータ制御器と接続する。
【００１２】
　音楽がはじまって以来、音楽を教育し、勉強し、および演奏する時、教師と指揮家とは
手と指揮棒を利用して拍子を取って教育と演奏の実現を支援するが、学習者と演奏者とは
足を利用して拍子を取って、勉強したテンポとの同期と演奏との相互作用を実現する。こ
れに基づいて、本発明は、ペダルによって能動的に足を模擬して拍子をとり、（１）学習
者は足をペダルに置いて、ペダルと同期して行って、テンポにあわせて拍子をとる目的を
実現し、無干渉、音楽と身体のテンポ性、および正確な拍子時間を実現し、（２）スピー
カーの音声によって異なる類型のリズムおよび伴奏を放送し、テンポメトロノームと電子
リズム伴奏を一体に完璧に結合することができ、教育交流を本当に実現し、多機能を実現
することができ、よりよく勉強して音楽を演奏することに役立ち、学生が勉強したらリズ
ムとテンポをすぐに掌握することができ、より多くの、より高い要求を満足することがで
きる。
【００１３】
　既存技術と比べて、本発明は、以下のような利点を有する：（１）使用過程において「
パタパタ、パタパタ、パタパタ」という音声を発出せず、使用者に干渉せず、テンポメト
ロノームは彼らをもっと集中させ、音楽における拍子とテンポとの関係をよりよく処理さ
せ、拍子におけるテンポの関係を迅速に掌握させ、勉強を進歩させ、譜読み速度を非常に
効果的に向上させ、テンポを掌握して効果的に進歩することが学生の音楽に対する興味と
想像力を向上させ、教育だけでなく、初学者、中級、高級および専門的な演奏者はいずれ
も長期にわたって使用して正確な拍子時間を掌握することができ、教育者と初学者にとっ
てはテンポメトロノームが学生の勉強を常に監視するための無言の教師ようなものになり
、絶えず相互教育と勉強を行うことができ、中級レベル者にとってはテンポメトロノーム
がより効率的に、エラーがなく、無干渉に勉強を支援するツールであり、高級および専門
的な演奏者にとってはテンポメトロノームが無言の時間が正確である指揮棒であり、（２
）テンポメトロノームのペダルは手で拍子をとるように一つが上昇し、一つが降下して能
動的に動作し、降下が一拍の始まりであり、上昇が一拍の後の半拍であり、このテンポだ
からこそ、音楽リズムにおける一拍をテンポの前の半拍とテンポの後の半拍に分けて、身
体のテンポを非常に効果的に制御し、学生が後の半拍のテンポの規律を非常に効果的に掌
握でき、学習者が一拍における各音符の正確な時間を混同せず、このように、ゆっくりと
するほど拍子とテンポ感に合わないことを引き起こすことがなく、かつ学習者がこのテン
ポメトロノームを利用して音楽におけるテンポ感を見出したら演奏し間違いにくくなり、
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演奏し間違ってもすぐに自分がどこで間違ったか気づき、最も重要なのは頭において決し
て混同せずに本当に掌握し、演奏者の脳を非常によく制御して音楽のテンポ性の感覚で身
体のテンポを効果的に制御し、身体が各動作によって音楽性のテンポ性の制御を感得する
ことができ、また、使用者が拍子時間を正確に掌握することができ、（３）使用者が音声
を聞きながら拍子をカウントする必要がなく、脳が「 パタパタ、パタパタ、パタパタ」
という時間を計算する必要も無く、直接的にテンポの無言の拍子を感得し、このように、
脳を十分にリラックスさせ、無意識に脳のほかの能力を放出し、脳の思考と想像能力を制
約せず、このように音楽テンポを迅速に掌握することが便利であり、かつ勉強に没頭して
想像力を向上させ、（４）指揮家および歌手は、普通、譜読みと初見演奏の時も手で拍子
を取ったり、および足で拍子をとることもあり、このテンポメトロノームが少しだけ彼ら
に無言の無干渉の正確な拍子時間感覚を与える。（５）多機能を実現し、従来、電子メト
ロノームが電子ピアノだけに存在し、何らかのテンポの機能も無いが、これによって無干
渉のテンポメトロノームと電子メトロノームとが完璧に結合し、すべての音楽、異なる楽
器を勉強する人、および勉強に対して要求がより高い人を満足させることができる。
【００１４】
　本発明の無干渉のテンポ指揮用メトロノームを利用し、音楽を勉強する人がよりよく、
より迅速に音楽テンポを掌握することができるだけでなく、音楽創作に非常に役立ち、最
も重要なのは、長期使用しても使用者に対して悪影響を与えないことである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は本発明の実施例の正面図である。
【図２】図２は図１に示す実施例の上面図である。
【図３】図３は図１に示す実施例の左側面図である。
【図４】図４は本発明の実施例の構成原理のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面および実施例を参照して本発明をさらに説明する。
　図面を参照し、本実施例は、基板１と、プラグ付きの制御スイッチ２と、ステッピング
モータ制御器３とを含み、前記基板１にはステッピングモータ駆動器４(タイプ：ＸＤＬ
ー４２)、直流スイッチ電源I５(タイプ：Ｓー２５０ー３６)、ステッピングモータ６(タ
イプ：５７ＨＺ８０ー２２)、伝動機構７、駆動機構８およびペダル９が設けれられ、前
記プラグ付きの制御スイッチ２が回線によってステッピングモータ制御器３と接続し、前
記ステッピングモータ制御器３が回線によってそれぞれステッピングモータ駆動器４、直
流スイッチ電源I５と接続し、前記ステッピングモータ駆動器４が回線によってそれぞれ
直流スイッチ電源I５、ステッピングモータ６と接続し、前記ステッピングモータ６の出
力軸と伝動機構７とが接続し、前記伝動機構７と駆動機構８とが接続し、前記駆動機構８
が接続部材１１によってペダル９と接続する。
【００１７】
　前記接続部材１１はＬ型接続ベルトである。ペダル９の一端を地面から立ちあがらせて
上下運動させることができ、使用者にとっては使い勝手がよい。
【００１８】
　前記伝動機構７はベルト伝動機構である。当然ながら、ギア伝動機構などを採用しても
よい。
【００１９】
　前記駆動機構８は駆動軸と従動軸とを含み、前記駆動軸と従動軸にはそれぞれ二組の駆
動輪が設けられ、前記駆動軸の駆動輪と対応した従動軸の駆動輪とがベルトによって接続
する。
【００２０】
　直流スイッチ電源II１０（タイプ：１２Ｖ）、センサースイッチ１４およびスピーカー
１２がさらに設けられ、前記直流スイッチ電源II１０が回線によってそれぞれセンサース
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イッチ１４、スピーカー１２、および直流スイッチ電源I５と接続し、前記センサースイ
ッチ１４がそれぞれペダル９、スピーカー１２と接続する。
【００２１】
　フットスイッチ１３がさらに設けられ、前記フットスイッチ１３は回線によってステッ
ピングモータ制御器３と接続する。
【００２２】
　当然ながら、前記プラグ付きの制御スイッチ２とステッピングモータ制御器３とはリモ
コン制御式として設けられ、リモコン制御を実現する。
【００２３】
　動作過程：電源をオンにした後、プラグ付きの制御スイッチ２を起動し、回路をオン状
態にし、その後、使用者が具体的な拍子を必要とする状況に応じて、ステッピングモータ
制御器３を設定し（「ＳＥＴ」を押してエンターし、「ＵＰ」「ＤＯＷＮ」キーを押して
設置し：（１）コード「１～９」を用いて多くても１０段のパルスを設定することができ
、パルス数を０乃至９９９９９個として設定することができ、ここで２段を設定すればよ
く、２段のパルス数が必ず同じであり、１段が上昇であり、２段が降下であり、つまり、
ペダルの上昇と下降だけが必要であり、パルス数を設定することによってペダルの上昇降
下の高さを決定し、目前の同期ギアの設計要求に応じて、高さに基づいて４００乃至５０
０を設置することができ、（２）「ＳＰ１～ＳＰ９」を用いて１０段の各段の速度を調整
し、０～２５０であり、速度要求に応じて、ＳＰ１が上昇の速度であり、３０～６０とし
て設定することができ、ＳＰ２が降下の速度であり、２５０として設定することができ、
（３）「ＤＲ１～ＤＲ９」を用いてステッピングモータの正転／反転を設定し、０～１で
あり、０が正転であり、１が反転であり、要求に応じて、ＤＲＩを０として設定する時、
ペダルが上へ作動し、ＤＲ２を１として設置する時、ペダルが下へ作動し、（３）「ＴＮ
１～ＴＮ９」を用いてペダルの降下遅延を設定することができ、００．０～１０．０秒で
あり、速度要求に応じて、０または００１として設定され、（４）「ＳＥＴ」キーを２秒
押してエンターし、「ＵＰ」「ＤＯＷＮ」キーを押して設定し、「ＴＵ」を用いてペダル
の上昇遅延を設定することができ、００．０～１０．０であり、このパラメータが主に、
一拍の速度のための主なパラメータであり、前の半拍と後の半拍の時間間隔を有効に設定
し、拍子の速度要求に応じて００．０～０２．０として設定することができる。注釈：こ
れは上記の実施例だけにあてはまるケースであり、使用者にとって拍子速度を設置するの
が面倒であれば、これらの設定がより簡単になるように、無線制御を実装することもでき
る）、ステッピングモータ駆動器４と直流スイッチ電源I５との作用によって、ステッピ
ングモータ６を作動状態にし、ステッピングモータ６が伝動機構７を駆動し、伝動機構７
が駆動機構８を駆動し、駆動機構８がＬ型接続ベルトによってペダル９を駆動し、それに
よってペダル９の一端を地面から立ち上がらせて上下運動を実現させ、テンポを刻ませ、
また、直流スイッチ電源II１０をオンにすることができ、センサースイッチ１４の作用に
よって、スピーカー１２を作動させ、電子伴奏とテンポメトロノームとを巧妙に一体に融
合させ、音楽を勉強し、音楽を楽しむ目的を達成させることができ、機能がより強く、使
用する必要がない時には、プラグ付きの制御スイッチ２またはフットスイッチ１３をオフ
にすればよい。
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